
　このたび、デンタルダイヤモンド増刊号『これから習得したい！　歯科臨床の最新テクニック21選』を
無事に刊行できた。企画から刊行までたいへん短い期間であったにもかかわらず、遅れることなく無事形
にできたのは、関係者諸氏のご尽力の賜物であり、感謝を申し上げたい。
　本書は卒後10年前後の歯科医師を対象に、歯科臨床の技術向上に役立つ内容を網羅した。日常臨床では、
補綴や外科、エンド、ペリオといった臨床技術をバランスよく習得し、さらに向上させることが欠かせな
い。言い換えれば、歯科医師は卒後10年ごろまでを目標に、それぞれの知識と技術を習得することが求め
られているのである。
　そこで本書の執筆者は、臨床の第一線で活躍している、40代前後で新進気鋭の歯科医師を中心に選定し
た。また、ラボサイドからも最新の知見を得るべく、２名の歯科技工士にも執筆いただいた。いずれも歯
科医療人となってからの10年間を知識と技術の習得に費やし、なみなみならぬ努力を重ね、質の高い歯科
臨床を日々実践している方々である。これからの10年も、ますますの活躍が期待されるのは間違いない。
　歯科医師としての人生を10年単位で考えたとき、卒後最初の10年間をどのように過ごすかで、その10年
後、30代中盤ごろに迎える未来が決まる。この期間の重要性は、先人たちの伝えるとおりである。それか
らさらに10年、40代中盤ごろにかけての過ごし方で、歯科医師としての臨床スタイルの大部分が確立され
るだろう。
　われわれの多くは、生涯を歯科医師として過ごす。その日々を楽しく充実させるためには、時として努
力が必要であり、その時期を誤ると、軌道修正が利かなくなる現実があるかもしれない。
　もし、努力を重ねることで費やす時間について、非効率と考える読者諸氏がいるのなら、「効率」とい
う単語を少し違う側面から考えてみてはいかがだろうか。仕事における効率は、「仕事の結果÷費やした
時間＝仕事の効率」の数式で表せる。一般的に効率を高めるためには、「費やした時間」を低くして、「仕
事の効率」を高めると考えられがちである。
　ここで、もう少し大きな視点で考えてみよう。人はそれぞれ１日24時間、１年365日で、同じ時間を過ごす。
それを踏まえて前述した「仕事の効率」の数式を考えてみる。１年、３年、５年という単位で歳月を振り
返ったとき、時間は「定数」であり、「結果」が変数となる。したがって、「仕事の結果」が高いほど、「仕
事の効率」も高まり、効率的に仕事をしていることがわかる。
　本書の執筆者は、皆それぞれ努力の時間を過ごし、仕事の結果を高めることで目標を達成してきた方々
だ。いずれも卒後10年を基礎の充実に費やし、それをベースに次の10年で活躍し、これからの10年に向け、
新たなるステージを目指している。そんな彼らの多分野にわたる臨床テクニックを惜しげもなく公開して
いただいた本書は、まさに若い先生方にとって必携の１冊になるであろう。
　努力家である錚々たる執筆者たちが綴った本書の編集委員を務め、無事刊行できたことをうれしく思う。

2024 年６月

東京ステーション歯科クリニック

小川洋一

刊行にあたって


